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2-2 アプリケーション

DAppsの動向

鈴木 雄大 ●株式会社マネーパートナーズ 社長室

ブロックチェーンと分散型台帳技術を用いた分散型アプリケーション
DApps。ゲームを中心にウェブサービスが分散型サービスへと転換す
るWeb3.0が進行中。

■DAppsの登場
　ブロックチェーンの普及において最も重要な
のは実際のユースケースである。ブロックチェー
ンは分散型台帳技術とともに、あくまでデータを
分散的、非中央集権的に保存・保管するものであ
るが、その機能を応用してブロックチェーン上で
アプリケーションを動作させることが可能な時
代が来ている。ワールドコンピューターと標榜さ
れる2014年にスタートしたパブリックブロック
チェーンのプロジェクトEthereum（イーサリア
ム）。Ethereumの登場後、注目されたのは、改ざ
んが極めて困難であるというブロックチェーンの
性質を用いて契約を自動化するというスマートコ
ントラクトであった。
　スマートコントラクトとは、Ethereumであれ
ばSolidityと呼ばれる独自言語で書かれたコード
により実行されたコードによる契約を意味する。
その処理が行われる過程において外部から一切
の障害を受けずに常に一定条件で処理が実行さ
れる”契約の自動化”を促すものである。これに
よってブロックチェーン上における契約は文章の
レビューからコードのレビューへと進化し、コー
ドで実現可能なものであることが契約における最
大可能性と等しい、と理解することができるよう
になった。

　この契約の自動化という概念がブロックチェー
ンに大きな意味をもたらすに至っている。ブロッ
クチェーンの仕組みは元来、トラストレスと呼ば
れる信頼関係がない第三者との間にいかに信頼性
をもたらす仕組みを技術で実装できるか、という
視点で作られている。それはサトシ・ナカモトの
発表したビットコインでも同じである。契約の信
頼性をどう無担保で実現するかに取り組んだのが
Ethereumである。
　Ethereumのアーリーアダプターへの浸透に時
間はかからなかった。前段のスマートコントラク
トを実行するという行為は、法的な書面ではなく、
アプリケーションそのものを実行することでも可
能であったからだ。こうしたなかでEthereumの
ブロックチェーン上でアプリケーションを動作さ
せることを実現した開発者たちが現れた。
　このときからDAppsという言葉が生まれた。
DAppsは分散型アプリケーションを意味するディ
セントラライズド・アプリケーションの略で、ダッ
プスともディーアップスとも呼ばれる。またAの
みを大文字にしてdAppsと表記する場合もある。
　Dappsは原則オープンソースであり、スマート
コントラクトと併用してブロックチェーン上に実
装されるアプリケーションを指す。コードのアッ
プデートにおいてはコミュニティの合意形成を

104 第2部 テクノロジーとプラットフォーム動向

インターネット白書／©1996-2019 Impress R&D



1

2

3

4

5

持ってその実装を行う民主主義的なアプローチを
採用している点が特徴的である。また暗号通貨の
送信アプリケーションと見立てる際にはビットコ
インなども広義のDAppsとして理解することが
可能になる。

■DAppsの歴史と種類
　2016年にいち早くアプリケーションを発表し
たプロジェクトの1つにAugur（オーガー）とい
うDAppsがある。AugurはEthereum上で予測市
場という将来の出来事に対する先物市場に対して
事実の予測ができるプラットフォームを展開した
プロジェクトである。
　このようなDAppsにアーリーアダプターが関
心を示したのには、大きく分けて3つの理由があ
る。1つ目は分散型台帳を用いたアプリケーショ
ンであるため、データが保存されたサーバーがダ
ウンするなど、万が一でもデータを失うことが起
こり得ないこと。2つ目はデプロイ後、何らかの
指示を与えることなくアプリケーションが自動で
稼働するスマートコントラクトを活かした設計
となっていること。3つ目はアプリケーション内
のやり取りがトランザクションとしてブロック
チェーンに記録され、信頼できる形で情報の見え
る化ができる、また改ざんが現実的に極めて困難
であること。
　DAppsが魅力的に映ったのはユーザーのみで
はない。開発者にとっても有意義な点が存在して
いた。DAppsであればプラットフォームとなる
パブリックブロックチェーンを選択することでア
プリケーションが実装可能となる。既存のアプリ
ケーションと比較すると、これはサーバーレスで
運用できることを意味しており、コストの削減に
繋がる可能性が十分ある。またアプリケーション
上で作成されたコンテンツの所有権を完全にユー
ザーに移転可能である点、またその価値移動の経

緯をすべて透明性を持って保存できる点もユー
ザーファーストなサービスを作れるという点で魅
力的であった。
　この分散型台帳を活かしたデータ保存システム
の構築という流れはその後も続き、より日常生活
に親しいアプリケーションが分散型としてロー
ンチされていった。分散型クラウドストレージと
してStorjや、IPFSといったプロジェクトが登場
する流れが出てきた。このように少しずつ一般の
ユーザー層に転換されていく流れになってきた
フェーズを引き継いだのが分散型メディアサイト
のSteemitや分散型SNS statusなどのより生活に
身近なアプリケーションである。
　またDAppsは一般的なアプリケーションツー
ルに留まらない。ディセントラライズド・エクス
チェンジ、通称DEX（デックス）と呼ばれる取引
所などもその一部である。

■CryptoKittiesという前代未聞のブー
ム
　このようにさまざまな既存アプリケーショ
ンが分散化される流れが作られていくなか、
あるアプリケーションが立ち上がった。そ
れがCryptoKitties（クリプトキティーズ）だ。
CryptoKittiesは2017年にカナダを拠点に立ち上
がったプロジェクトだ。Ethereumのブロック
チェーン上で猫のキャラクターを生成できるゲー
ムで、ERC721という固有の形式により1匹ずつ、
個々のキャラクターを判別できる形で価値保全が
行われるサービスだ。ユーザーはさらに個々の猫
を交配させて新しい猫を生み出すこともできる。
このアイデアは元々ベンチャースタジオを運営す
る企業内のプロジェクトであったが、同プロジェ
クトを発表後、プロジェクトリーダーであったベ
ニー・ジャン氏はスピンアウトする形で法人設立
をし、ベンチャーキャピタルから資金調達をして
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いるほどである。
　CryptoKittiesが流行した背景に、それ以前の
DAppsのハードルが高かったことがある。技術
ハードルの高さゆえ、アプリケーションとしての
クオリティが高くない例が散見されていた。その
なかで登場した同アプリは猫の生成と交配という
わかりやすいゲームであり、そのキャッチーさも
相まって、すぐさまファンコミュニティを大きく
成長させていった。
　同ゲームはキャラクターの生成、キャラクター
の交配といった全処理がブロックチェーン上に記
録される形式のDAppsであったため、Ethereum
の取引量、トランザクションが5倍近くに急増し
た。これによりトランザクション量と連動して
いるEthereumのガス代（手数料）の高騰を招い
た。たった１つのDAppsがパブリックブロック
チェーンのネットワーク全体に影響を与えた事例
である。

■求められるプラットフォーム、ブロッ
クチェーン3.0
　CryptoKittiesのブーム以降、DApps開発者ら
は基盤となるブロックチェーンに対していくつか
の機能を求めるようになっていった。高速トラン
ザクションの実現などは、現実的な視点でブロッ
クチェーンを用いたサービスを提供していく流
れの1つにほかならない。そのような次世代型プ
ロトコルを用いたブロックチェーンをブロック
チェーン3.0と呼ぶことがある。
　仮想通貨マーケット分析サイトCoinGecko1が
DApps情報サイトDapp.comの協力を経てまと
めたレポート2によるとブロックチェーン3.0の定
義とは以下のとおりである。

1．複数のプログラミング言語
2．より早いブロック生成時間

3．高いTPS（Transaction Per Second）--1000TPS
以上
4．アップグレード可能なスマートコントラクト
　
　具体的にはエンドユーザー側が取引手数料0で
DAppsを動作できるEOSやNebulus、TRONな
どのパブリックブロックチェーンである。DApps
のアクティブユーザー数を調べることのできる
DappRader3によるとEOSの上位5アプリのデイ
リーアクティブユーザーは2000を超えており、
EthereumとTRONが数百を超える程度にとど
まっている（2018年12月21日現在）。

■国内でのDApps
　日本国内でもブロックチェーンおよび分散型台
帳を用いたアプリケーションを開発する企業が出
始めている。2017年に立ち上がった分散型ソー
シャルメディアプラットフォームALISは、ユー
ザーがよいと感じた記事に「いいね」を押すこと
により独自トークンが循環して質の高い記事が正
当に評価されるプラットフォームを開発中であ
る。さらにコミュニケーションツールのLINEは
同社の自社固有のブロックチェーン上で稼働する
DAppsをすでに複数種類公開している。

■DAppsの普及に向けた近況と課題
　最後にDAppsの今後の課題を挙げておこう。
まず、DAppsといえど一般的なアプリケーション
そのものである以上、UIやUXといったユーザー
や顧客が体感する部分にブロックチェーンを用い
るメリットはない。ユーザーのリテラシーの有無
を問わずに使用できるキラーアプリが求められて
いる。
　続いて、とりわけ国内においてはDApps上で移
動可能なコイン／トークンが法令上の仮想通貨に
当たるという点である。資金決済法上の仮想通貨
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に該当する場合、その交換また売買は仮想通貨交
換業の登録事業者のみが行える。
　海外に目を向けると、スマートフォンメーカー
HTCが発表したブロックチェーンスマートフォン
「エクソダス」はDAppsのブラウザであるBRAVE、
上述のゲームCryptoKitties、仮想通貨情報取得
サービスBlockFolioを同端末標準アプリとして
プリインストールして出荷される。このように少
しずつながら実際に使われるDAppsが増えつつ
ある環境となっている。
　またDApps普及の流れで大きな意味を持つの
が、ユーザー側の意識変革であろう。ブロック
チェーンを通して個人の情報やその行動履歴がト
ランザクションという形で誰の目からも明らかな
状態で正しく保管されるソリューションが登場し
たことで、人々が「記録」に対する選択の自由を
獲得したのは言うまでもない。

　DAppsとともに重要とされるのが、ブロック
チェーン内で移動する仮想通貨などを循環させ、
ユーザーが循環させるに足るインセンティブを存
在するように設計するトークンエコノミーと呼ば
れる考え方である。コミュニティに自主的な決定
権を持たせるようなサービスの作り方、ビジネス
モデルが検討されている。

■分散化アプリケーションが並ぶ
Web3.0へ
　仮想通貨はブロックチェーンと呼ばれるP2Pで
の情報共有に長けたネットワーク上で移動可能な
単位にほかならない。その意味においてはブロッ
クチェーンを用いることでより透明性が高く、安
いコストで提供できるのであればDAppsが普及
していく未来、Web3.0が見えてくるだろう。

1. https://www.coingecko.com/ja
2. https://assets.coingecko.com/reports/2018-Q2-Report/

CoinGecko-2018-Q2-Report-JP.pdf
3. https://dappradar.com/
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